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A 82　　　 絶食、再摂食による小腸粘膜消化酵素活性の変動の部位による差異
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目的　 小腸 粘膜におけ る消化、 吸収 能は、 絶食により 低下 し、再摂 食により回復す るこ

とが知ら れてい る。　このよう な機能的 な変化 に伴う形態的変 化について は、 絶食によ る消

化 管壁 の萎 縮は、 小腸近 位部ほど著明であ ることが観察さ れている。 それゆえ、 小 腸粘膜

におけ る消化、 吸収能が 絶食、 あるい は再摂食によっ て受 ける影響 は部位によって 異なる

ことか推 察される。　そこで、 ラットを 絶食、 あ るい は再摂食させた場 合の、小腸各 倍位の

膜消化酵素活性について観察した。

方法　 体 重約300 g のWistar系 雄 ラットを 対 照群 、 絶 食群 、 再 摂食 群 の ３群 と し た。　絶

食群 は、 １、 ３、 または５日間 絶食さ せた。 再摂 食群 は５日 間絶食後、 １、 または３日間

再摂 食させた。 各群を断 頭屠殺後、十 二指腸、空 腸、 および回 腸の各々 の粘 膜重量 を測定

し、 各部位 のマル ター ゼ、 ア ミノ ペプ チダ ーゼ、 なら びに アル カリ ホスフ ァタ ーゼ

（A1 －p）活性の測定を行なった。

結果　 小 腸粘膜重量は、各 部位において 絶食３日後に有 意に減少し、 再摂 食１日後 に速

やか に増大 し た。 十 二指 腸のAl-p 活 性は、 絶 食、 再 摂食 の影 響を受 け て著 明 に 変動 し、

その影響は、 マルタ ーゼやアi    ノ ペプ チダーゼ活性に比 べて速やかに 観察さ れた。 回腸の

マル ターゼ、 アミ ノペプ チダーゼ活性 は、 絶食、 再摂 食によって比活 性は増大し、 総 活性

は絶食前 のレ ベルを維持し た。 空腸 のアミノペプ チダーゼの比活性 も同 様に変動し た。 そ

れゆえ、 絶食、 再摂 食に よる膜消化酵素 の変動 は、小 腸近位部におい て食餌摂取 の影響を

受け、小腸遠位部においては絶食、再摂食の影響を代償して変動することか推察された。


